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倉倉吉吉市市定定住住自自立立圏圏共共生生ビビジジョョンン懇懇談談会会（（第第２２回回））  会会議議録録  

交交通通・・移移住住・・情情報報部部会会  

 

 

１ 開催日時  平成 22 年 11 月８日（月）13 時 55 分～15 時 35 分 

 

２ 開催場所  倉吉市役所議会会議室（本庁舎３階） 

 

３ 出席状況 

(１) 委員 出席者５名（福井恒部会長・米田副部会長・山下委員・青木委員・福井利委員） 

(２) 事務局 ４名 

 

４ 目的  次に掲げる事項を協議、確認するために懇談会を開催したもの。 

 (１) 中部定住自立圏の現状について 

 (２) 圏域の課題と可能性について 

 (３) 交通・移住・情報部会（第３回）のスケジュールの確認 

 

５ 次第 

 (１) 開会 

 (２) 挨拶 

 (３) 報告事項 中部定住自立圏の現状について 

(４) 検討事項 圏域の課題と可能性について 

       「中部定住自立圏の現状を踏まえて、足りているもの、足りていないもの」 

 (５) その他 

 (６) 閉会 

 

６ 資料  別添資料のとおり 

 

７ 結果  本日の会議の結果、次のとおり報告及び協議を行った。 

 (１) 中部定住自立圏の現状について 

中部定住自立圏の地勢、人口及び地域公共交通、移住・交流、広報等の各分野の現状を

整理した資料に基づき、報告及び説明を行い、圏域の現状を確認し合った。 

 (２) 圏域の課題と可能性について 

    圏域の現状を踏まえ、圏域の中で足りているもの（強み）、足りていないもの（弱み）を

意見交換し、圏域の課題と可能性について検討した。 

 (３) 交通・移住・情報部会（第３回）のスケジュールの確認 

    開催日程を協議した結果、次のとおり開催することとなった。 

    平成 22 年 11 月 30 日（火）14 時～16 時 
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８ 会議内容（要旨）  以下のとおり 

 

 

 

会議内容（要旨） 

 

１  開 会  

○ 事務局 

これから倉吉市定住自立圏共生ビジョン懇談会の第２回部会として、交通・移住・情報部

会を開会させていただきます。 

 

２ 挨拶 

○ 福井恒部会長 

今回で懇談会としては２回目ですが、交通・移住・情報部会では、初めての部会となりま

す。今回、事務局が作成した資料に基づいて、しっかり現状を把握して、課題と可能性につ

いての忌憚ない意見を出していただき、有意義な時間にしたいと思いますので、皆様の御協

力をお願いいたします。 

 

３ 報告事項 中部定住自立圏の現状について 

 ○ 事務局 

   本日の会議は、定住自立圏共生ビジョンに記載する圏域の概況を説明し、現状を御確認い

ただいた後、日頃感じられることも含めて、委員の皆様から圏域の強み、弱みについて御意

見をいただこうと考えております。そして、いただいた御意見を踏まえて、次の第３回の懇

談会（部会）で圏域の課題、可能性等を出していきたいと思っておりますので、色々な御意

見をいただければと思います。 

   よろしくお願いします。 

○ 事務局（策定支援会社） 

   概況について説明させていただきます。 

鳥取県には、中部定住自立圏と、中海圏域定住自立圏、鳥取・因幡定住自立圏の３つの定

住自立圏があります。中海圏域は島根県との県境を跨いで定住自立圏を組んでおり、「県境

型・複眼型」の定住自立圏と区分けされます。鳥取・因幡圏域は、県庁所在地の鳥取市があ

り、「大規模中心市型」の定住自立圏と区分けされます。中部圏域は、倉吉市を中心市とした

「小規模中心市型」であり、コンパクトな圏域を目指すというタイプに区分けされます。 

中部定住自立圏の地勢ですが、北部を日本海沿岸、東部は県庁所在地である鳥取市、南部

は岡山県、西部は山々に囲まれ、県の中央部に位置しております。また、圏域の総面積は約

780 平方キロメートルで、県内の約 22％を占めるものとなっています。 

   気候につきましては日本海岸気候区に属し、気象は東京や岡山と比べると 1.5 度から 1.0

度低く、平均気温は比較的低い傾向にあります。 

土地利用区分については、自然的土地利用と言われる山林・原野と農用地の面積を合わせ
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ますと、圏域の約４分の３となっており、緑の豊かな土地となっています。地形・地理条件

については、周囲を山麓に囲まれており、国道や県道沿いに市街地が形成されています。自

然環境については、川・山・湖・砂丘など、水や緑などに恵まれた美しい環境となっており、

圏域の大きな魅力となっています。 

人口の推移については、昭和 60 年に圏域全体で約 123,000 人でしたが、それ以降につきま

しては、各市町で若干の微減・微増の推移はありますが、大きくとらえると減少傾向で推移

していることが伺えます。 

世帯数の経年変化では、平成２年から平成 17 年の国勢調査の数値で、圏域全体で世帯数が

年々増加しています。しかし、世帯人員の経年変化で見ますと、１世帯における人員数は年々

下がっており、核家族化の傾向が伺える状況です。 

人口動態については、生まれた数と亡くなられた数で表される自然動態、転入数と転出数

の数で表される社会動態の総和となりますが、この人口動態を平成 17 年から平成 21 年でみ

ますと、各市町で多少のばらつきはありますが、基本的には減少傾向となっております。 

人口流動について、平成 12 年と平成 17 年のそれぞれで、流入人口と流出人口、男女別、

圏内別での数値を整理しましたが、基本的に流入人口が流出人口を上回っているのは、倉吉

市のみとなっています。他の４町は流出人口が上回っており、要は通学や通勤等において、

外に出られる方が多い傾向となっています。定住自立圏全体では、若干の流出数値が多くな

っている状況です。 

将来人口について、今後の人口推計を示しております。人口推計につきましてはコーホー

ト変化率法で行っており、平成 17 年から平成 22 年の各市町の住民基本台帳の数値を用いて

推計しています。また、５年間にどれだけの方が生き残っているかという生存率と引越し等

の転入・転出がどれだけあったのかという移動率を加味して推計しています。その他、０歳

児の赤ちゃんの人口については、出生に適合する年齢（25 歳～34 歳）の女性人口と毎年生ま

れている数の比率も推計値に加味しています。 

表を見ますと、あくまで予測ですが、平成 22 年の約 111,000 人のところが、30 年後の平

成 52 年には 67,000 人になってくるだろうと推計されます。また、封鎖人口（転入・転出等

による移動を加味しない推計人口）では、平成 52 年では 85,000 人となっています。今後、

このままの人口推移で予測される場合は 67,000 人ですので、今後の定住で何らかの対策をと

って移動を押さえることができた場合、約 15,000 人の人口を確保できる可能性がでてきます。  

なお、こちらの人口推計値については、倉吉市の総合計画とも整合性を取りながら数値を

調整する必要がありますので、その点を御留意ください。 

続いて、本日の分野に関わりのある地域公共交通、移住・交流、広報の分野を説明します。 

地域公共交通の状況につきましては、一般路線バス、ワンコインバス、コミュニティバス

が整備・運行されている状況で、他にもＮＰＯ法人による有償運送や乗り合いタクシーがあ

り、それぞれのコミュニティに合った形で運行・運営等がなされている状況です。ＪＲにつ

きましても、三朝町のみ鉄道に関する交通体系がない状況ですが、その他の各市町にはＪＲ

各駅が整備されています。 

また、地域公共交通の協議会で実施された住民アンケートの結果を見ますと、普段の移動

手段として何らかの公共交通を使われている割合は、全体の２割から４割程度となっていま
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す。どちらかというと市町によって差がありますが、基本は自転車や自動車を使われる割合

が多いことが伺えます。 

移住・交流の分野になりますが、空き家バンクの取り組みをまとめさせていただいており

ます。倉吉市、琴浦町、北栄町では、空き屋バンクを実施されていて、比較的登録数も多く

なっています。また、資料編には住宅整備の状況として、持ち家や借家という部分を整理し

ていますが、受け皿としては確保できている状況ではないかと思います。 

広報について、基本的には、各市町でのホームページや広報誌による広報媒体によって情

報が発信されています。倉吉市では、インターネットでのメール配信サービスをはじめ、Ｓ

ＮＳ（ソーシャル･ネットワーキング･サービス）など、インターネットを介したような形で

の双方向の情報通信が整備されています。あとは、倉吉市と三朝町において、ケーブルテレ

ビを活用したＬ字情報サービスが実施されております。なお、ケーブルテレビの加入率は、

倉吉市だけが６割程度でありまが、他の４町では７割から９割と高い加入率となっています。 

その他、人材の項目として、ボランティア、ＮＰＯ等の団体数の統計を示しております。

分野別でみますと、保健・医療・福祉、まちづくり、環境保全、子どもの健全育成というよ

うな分野における活動団体が多くなっています。 

続いて、世論調査のデータを説明します。都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査

の資料ということで、平成 17 年に農林水産省が全国の 3,000 名の 20 歳以上の方を対象にア

ンケートを実施しておりました。前回の懇談会で都市部から田舎へ移住したいニーズがどれ

くらいあるのかという委員の御意見がありましたので、これに類するような資料ということ

で紹介させていただきます。 

Ｑ10 を見ますと、「（都市部に住む方への設問）あなたは農山漁村地域に定住してみたいと

いう願望がありますか」という設問ですが、「（願望が）ある」「どちらかというとある」の割

合を合計すると１～２割の回答となっています。次のＳＱ（枝葉設問）を見ますと、先ほど

のＱ10 で「ある」と「どちらかというとある」と回答した方に、「農山漁村地域に定住する

願望を実現するためにはどのようなことが必要ですか」という設問で、この回答で４割を超

えて高くなっている項目は、「居住地の決定に必要な情報全般が入手できること（41.3％）」、

「農山漁村地域の居住に必要な家屋、土地が安く入手できること（43.3％）」、「医療機関（施

設）の整備（43.8％）」となっています。 

一方、Ｑ15「（農山漁村に住んでいる方への設問）都市住民が農山漁村地域に定住するため

の問題点は何だと思いますか」という設問で、最も割合が高いのは「都市住民が定住するた

めの仕事がない（54.0％）」、「都市住民を受け入れるサポート体制が整備されていない

（30.9％）」となっています。 

いわゆる都市に住んでいる方が描いているニーズは、情報と住居、医療の項目が高く、農

山漁村に住んでいる方は、やはり仕事・職が問題であるとなっており、このような意識差も

傾向としてあったので、御紹介させていただきました。 

以上で説明を終わります。 

○ 福井恒部会長 

   こちらの世論調査ですが、平成 17 年の５年前の資料になっていますが。最近の動向はどの

ようになっていますか。 
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○ 事務局（策定支援会社） 

最近の調査・文献として、事務局で把握できたものがこちらの平成 17 年の資料になります。

これ以降のニーズ等の把握はできていませんが、おそらく劇的に傾向が変わっているという

ことはないのではないかと推測します。 

○ 事務局 

   倉吉市の中で総合政策室が移住・定住に関する窓口をしていますが、圏域外から居住のた

めの家を求める声が多くなっています。最近では、鹿児島や京都から空き家バンクの問い合

わせがありました。先程の世論調査の資料で、定住する願望を実現させるのに必要なものと

いった設問で、40％超えている項目の中に「移住地の決定に必要な情報全般を入手できるこ

と」「農山漁村地域の居住に必要な家屋、土地を安く購入できること」と挙がっていたと思い

ますが、現在も同様のニーズがあるのではないかと業務を進める中で感じています。 

○ 福井恒部会長 

   関連で質問させてもらいますが、市が行っている空き家バンクは、どのような手段で広報

されているのですか。 

○ 事務局 

   圏域外に発信するため、基本的にはホームページで提供しています。問い合わせは、市役

所に直接電話される場合もありますし、市営住宅の担当課に来られた際に空き屋バンクを紹

介し、それを受けて総合政策室に来られる人がいます。 

 

４ 検討事項 圏域の課題と可能性について 

○ 事務局 

  これから地域公共交通、移住・交流、情報という３つの分野について、それぞれ現状の中

で足りているもの、足りていないものと感じておられる部分を伺わせていただきたいと思い

ます。 

また、現状資料の中で、不足している部分や皆様方が知っておられる数値等があれば、御

意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

（主な意見：詳細は、別添の会議のまとめ資料のとおり） 

 ○ 地域公共交通 

バス、ＪＲ等については一定の交通網が揃っており、ＮＰＯでの有償運送や乗り合いタク

シー等があって、便利である反面、バス交通の有効的な利活用ができていない、高齢者の通

院・移動手段等の不足、地域高規格道路の早期整備といった面が課題として意見があった。 

○ 移住・交流 

実例として、空き家を上手く活用した例や上手くいかなかった例があること、また、移住

に関する受け入れ体制の整備が不足していること、住むだけではなく職も不足しているとい

った課題に対する意見があった。そのような中、現状では移住に関する問い合わせの声も増

えてきている状況にあり、今後は大学機関やＮＰＯとの連携、農業体験による交流の取り組

みを進めてほしいという意見があった。 

○ 情報 
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「中部は一つ」と言われる中、同一の生活圏の中で入手できる情報が別々という情報の壁

があるという意見があった。今後は、ケーブルテレビの情報も一つにしていければ、心理的

バリアもなくなり、より中部がまとまることができるのではないか、また、そのような情報

のインフラ整備によって、医療や交通等の分野での利便性の向上にも繋がっていくのではな

いかといった意見があった。 

 

５ その他 

○ 事務局 

   最後に第３回の日程調整をお願いします。 

  （第３回の開催日程を平成 22 年 11 月 30 日（火）14 時～16 時に決定した。） 

 

６ 閉会 

○ 事務局 

   これで第２回部会を終了したいと思います。 

   本日は大変お忙しい中ありがとうございました。 



（資料） 

 

  交通・移住・情報部会（第２回）の会議のまとめについて【暫定版】 

 

 

北条町 

北条～和田間の

道路整備が進み

環境改善、安全に

なった。（トラックの

危険性が減った） 

北条湯原道路の

道路整備のスピー

ドを早めてほしい 

中山間地の高齢者への

交通サービスが不足 

民間、NPO、行政の連

携が必要 

公共交通の利用に

ついて 

便数が少ないため

利用者が少ない 

（北栄町の場合）路

線バスの機能を有

効に利用していると

は言い難い 

充足 

している 

もの 

不足 

している 

もの 

公共交通 移住・定住 情報 

中部はひとつ 

情報の垣根を取るの

が大事ではないか。

圏域としての意識を

ひとつにできる 

北栄町では、海辺３

町でまとまっていると

いう話をよく聞く。情

報によって心理的バ

リアも解けるのでは 

中部はひとつ

専門チャンネルを作

ったり、番組の相互

放送など 

解決策の模索

地理的制約だけで

なく、組織、費用面

からの問題がある 

情報の統一ができて

いないのが課題 

倉吉市、三朝町のブ

ロックと他３町のブロ

ックに分かれてしま

っている 

情報共有に

向けた課題

研究会などが発足

し、提言があると動き

やすい 

新しい動きに

向けて 

テレビやインターネ

ットだけでなく、高齢

者向けの医療に情

報インフラを使って

いる事例もある。 

中山間地では必要 

情報インフラの 

活用事例 

受け入れ体制が不

十分。 

受け入れ体制

定住するための職が

ない 

一過性でなくするた

めに、生活できる職

などの支援が必要 

定住促進の支援

有機農法ネット

ワークを作る 
チーム○○を作っ

て、東京のアンテナ

ショップへ出店 
農 産 物 に 付 加

価値を付ける 

農業振興への

新たな取組 

農業体験は継続して

ほしい 

農業体験では良いこ

とだけでなく、不便も

伝える 

農業体験 

年に１回くらい

国際交流 

国際交流 

短大と連携する 

広報 

NPO も一緒にな

って取組む 

移住には倉吉市がリ

ーダーシップを取っ

て取組んでいる。各

町との連携もある。 

連携強化 

移住定住の問い合わせが

増えている（ニーズはある）

空き家バンク 

公民館等も改修・改築して

使用すれば良いのでは。

民間、NPO と連携して 

三朝町柿谷地区 

U・I ターンの人が

残って農業を営

んでいる。180 年

以上前の民家を

利用。個別に 相

談すれば受け入

れるのでは 

三朝町 

空き家バンクに取

組んだ時期もあっ

た が 、 協 力 的 な

「空き家」は少な

かった 

空き家バンク
問題もある・・・

高齢者の通院の足が問題 

北栄町ではシルバー人材セ

ンターのサポートがあるが、

人材面の不安はある。 

高齢者支援 

人材不足 

バスの有効的な利活用 

自家用車の送迎が

多い 

基本的に自家用車

が主要な移動手段と

なっている 

自家用車 多い

道路整備

連携必要 

琴浦町のワンコ

インバス、乗合

タクシー、NPO

有償運送などの

取組 

自転車利 用の

促進 

駐 輪 場 、 専 用

道、公共交通へ

の持ち込みなど

身近なところへ

行 け る 交 通 手

段の確保 

新たな取組

JR について 

北栄町は駅が２つ

あるので、利便性

が高い 

JR は便利
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